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和

訓

よ
り

み

た

「新

撰

字

鏡
」

と

「観
智
院

本
類
聚
名
義
抄

」

に

つ
い
て

高

瀬

正

一

一

は
じ
め
に

「
新
撰
字
鏡
」
は
和
訓
を
付
し
た
字
書

の
嗜
矢
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
和
訓

(注

2
)

自
体

の
他

の
字
書

と
の
関
連
性
に

つ
い
て
は
、

「
字
鏡
集
」
と
の
比
較
検
討
は

試

み
ら
れ

て
い
る
。
従

っ
て
そ
れ
以
外

の
古
字
書
と

の
比
較

が
必
要
で
あ
ろ
う

(注
3
)

と
思
わ
れ

る
。

こ
の
様
な
観
点
か
ら

こ
こ
で
は
、
和
訓
の

一
大
集
成
た
る

「
観

智
院
本
類
聚
名

義
抄
」
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
。
両
者

に
関
し

て
は
、
従

来
漠
然
と
影
響
関
係
が
あ

る
等
と

い
わ
れ
て
い
る
程
度

で
、
全
体
的
な
徹
底

し

た
比
較
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、

一
口
に
和
訓
の
関
連
性
を
云
々
す

る
と

い

っ
て
も
、
様

々
な
視
点
が

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
和
訓
を
中

心
と
し
た
立
場
で
あ

っ
て
、
同

一

の
和
訓
に
対
し

て
ど
の
様
な
漢
字
が
対
応
し
て
い
る
か
を
考
え
る

場

合

で

あ

る
。
今
「
、
任
意

の
和
訓
を
選
ん
で
両
者
を
比
較

し
て
示
し
て
み
よ
う
。

(上
段
に

和
訓
、
中
段
が

「字
鏡
」
、
下
段
が

「名
義
抄
」
を
示
す
。
)

ア
ザ

ム
ク

俵

、
曝

、

調

、

講

倭
、
修
、
街
、
媚
、
曝
、
暇
、
敗

謀

等
を
含
め
全
体
で
46
例

両
者
を
比
較
す

る
と

「
俵
」

「
曝
」

の

一
致
が
見
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

そ
れ
に
対
し

て
、
標
出
字
を
中
心
と
し
た
立
場
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
同

一
の
標

出
字

に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
和
訓
が
ど

の
様
に
対
応
を
し
て
い
る
か
を

考
え
る
の
で
あ

る
。
同
様

に
任
意

の
標
出
字
を
選
ん
で
掲
げ
る
。

(注

5
)

〔字
鏡

・
言
部
〕

乃
威
反
平
語

ミ
細
意
也
阿
豆
万

(利
)
域
加
太
留

己
恵

〔名
義
抄

・
法

上
六
七
〕

哺
奴
成

メ
語
声

カ
タ
ラ
フ

両
者
は
、
類
似

(
「加
太
智
」

「
カ
タ
ラ
フ
」
)
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
煩
雑

さ
や
字
書

の
性
格
を
考
え
あ
わ
せ

て
後
者

つ
ま
り

.
同

一

の
標
出
字
に
対
応
す
る
和
訓
を
比
較
検
討
す
る
と
い
う
立
場
を
と
る

こ
と
と
す

る
。と

こ
ろ
で
漢
字

に
対
す
る
和
訓
の
変
遷
を
考
え
る
際

に
、
訓
点
資
料

等
に
よ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
和
訓
が
付

さ
れ
た
字
書

に
よ

っ
て
そ
れ
を
考
究

す

る
立
場
も
あ
り
得

る
と
思
わ
れ
る
。
但

し
、
和
訓
が
字
書

の
性
格

に
左
右

さ

れ

る
と

い
う
点

に
注

意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
訳
で
、

「本
草

和
名
」
や

「
和
名

類

聚
抄
」

の
如
き
も
の
は
、
和
訓
自
体

が
、
字
書
に
よ

っ
て
左
右

さ
れ

て
い
る
の

で
あ

っ
て
、

「字
鏡
」

の
如
き
も

の
と
の
、
全
体
的
な
比
較
は
困

難

で

あ

ろ

う
。
も
ち
ろ
ん

一
部
、
例

え
ば

「
本
草
部
」
の
み
に
限
定
す
れ
ば
、
前
者

の

「

本
草
和
名
」
と
の
比
較
は
可
能
で
あ

ろ
う
。
従

っ
て
、
字
書

の
比
較
を
考
え
る
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際

に
は
、

そ
の
性
格
を
十
分

に
考
え
る

べ
き
で
あ
り
、

「
字
鏡
」

の
如
き
も

の

と
の
比
較
に
は
、
広
範
な
部
首
及
び
和
訓
を
含

み
得

る
も
の
が
適

当

で

あ

ろ

う
。
以
上

の
様
な

観
点
か
ら
も
両
字
書

の
比
較
は
意
義
の
あ
る
も

の
と
思
わ
れ

る
。

一
ノ

一

具
体
的
な
方
法

「
字
鏡
」
よ
り

み
た
考
察

で
あ
る
為

に
、

「字
鏡
」

の
標
出
字

に
対
す
る

「

名
義
抄
」
の
和
訓

の
対
応
を
み
る
と

い
う
立
場
を
と
る
。
換
言
す
れ
ば

「
字
鏡

」
を
中
心
と
し

た
視
点
で
あ

っ
て
逆

に

「
名
義
抄
」
を
中

心
と
し
た
視
点
も
あ

り
得
る

こ
と
は
言
を
侯
た
な

い
。

具
体
的
な
方
法

で
あ
る
が
、
標
出
字
に
上
位
す
る
単
位
と
し
て
各
部
首
を
考

え
、

部
首
毎

に
含
ま
れ
る
標
出
字

に
対
す
る
和
訓
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
部

首

を
単
位

と
し

て
更
に
上
位
す

る
も

の
と
し
て
各
巻

々
を
考
え
、
各
巻

々
に
含

ま

れ
る
部
首
毎

の
特
色
を
考
察
す

る
も
の
と
す

る
。

つ
ま
り
、

「
字
鏡
」

の
中

の
、
標
出
字
か
ら
部
首

へ
、
部
首
か
ら
巻

へ
と

い
う
具
合
に
よ
り
大
き
な
単
位

で
考
察
を
試
み
る

こ
と
と
す

る
。
尚
、
詳
細

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
さ
て
、

和
訓

の
比
較

の
方
法
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、

一
往
三
分
類
す
る

も

の

と

す

る
。

つ
ま
り

「字
鏡
」
を
基
準
と
し
て
こ
の
当
該
和
訓
と

「
名
義
抄
」
の
そ
れ

と
が
全
く

一
致
す
る
も

の
、
例
え
ば
、

(上
段
「字
鏡
」
、
下
段

「
名
義
抄
」
)

「
面
小
日
」

=

(
日
郁
)

「
保
須
」

リ

(佛
中
、
九
四
)

「
ボ

ス
」

の
如
き
も

の
を

「
一
致
」
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
全
く

一
致
が
見
ら
れ
な

い

も

の
を

「
相
違
」
と
す

る
。
例
え
ば
前
掲

「
膿
」
に
対
し

て
、
「
ホ

ノ
カ

・
サ
ラ

ス
」

の
如
き
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
両
極
と
し
て
中
間
的
な
も
の
を
、

「
類

似
」
と
し
て

一
括
す
る
。
例

え
ば

「
陣
」

一

(日
部
)

「
域
良
須
」

う

(佛
中
九
三
)

「
テ
ル
」

の
如
き
場
合

で
あ
る
。

「
類
似
」

に
つ
い

て
は
段
階
が
あ

っ
て

「
一
致
」

に
近

い
も

の
か
ら

「
相
違
」
に
近

い
も

の
が
認
め
ら
れ
、
実
際

の
判
定

に
は
困
難
が

伴
う

の
で
或
は
更

に
細
か

い
分
類
が
必
要

で
あ

る
か
も
知
れ
な

い
。
尚
、
和
訓

に
つ
い
て
は
語
形

の
み
を
検
討
し
語
形
の
新

旧
に
つ
い
て
ま
で
は
、
言
及
し
な

い
。
和
訓
数
に
関
し

て
は
標
出
字

に
対
応
す
る
も
の
を
対
象
と
し

て

い

る

た

め
、

「
字
鏡
」

で

「
睨

・
燃

(義
注
略
)
比
乃
加
佐
」
と
あ

る
場
合
、

「
唄
」
と

「
然H
」
に
同

一
の
和
訓

「
比
乃
加
佐
」

が
対
応
す
る
も

の

と

み

な

す
。

つ
ま

り
、
二
種

の
標
出
字
に
対
し
て
和
訓

が

一
種
対
応
し
て
い
る
と
考
え
、

「
睨

比
乃
加
佐
」

「
燃

比
乃
加
佐
」
と
同
義

で
あ
る
と
み
な
す

の
で
あ
る
。
尚

、

「
字
鏡
」
の

本
文
は

「
新
撰
字
鏡
増
訂
販

(う
川
書
店
型

」
及
び
同

「
新
撰
字
鏡

国
語
索
引
」

に
よ
る
。

「
名
義
抄
」

に
つ
い
て
は
、

「
類
聚
名
義
抄

・
正
宗
敦

夫
編

(風
関
書
房
刊
)
」
及

び

同

「
仮
名
索
引

・
漢
字
索
引
」

に
よ
る
。

そ
の
他

「
古
字
書
綜
合
索
引

(上
下
)
長
島
豊
太
郎
編
」

「
新
撰
字
鏡
放
異
井
索
引

(西
東

書
房
刊
》
」
を
適
宜
参
照
し

た
。

こ
れ
ら
を

一
覧
表

と
し
た
も
の
を
以
下
に
示
す
訳
で
あ
る
が
、

こ
れ
に

つ
い

て
若
干
説
明
を
加

え
る
。

(注
6
)

①
上
段
の
番
号
は
享
和
本
の
部
首
番
号
を
示
し
、
巻
十

二
の
内

の
熟
字
形
式

の

「
重
鮎
部
」
以
下
は
省
略
し
た
。
従

っ
て
全

て
の
和
訓
を
有
す
る
全
て
の
部

首
を
取
扱
う
も

の
で
は
な

い
。

②
天
治

本
の
み
に
和
訓
の
み
ら
れ

る
部
首
は
、
参
考

と
し

て
末

尾
に

一
括
し

て
示
す
こ
と
と
す

る
。
そ
の
場
合

の
番
号
は
天
治
本

の
そ
れ

で
あ
る
。

③
中
段

の
和
訓
数
は

「
字
鏡
」

の
当
該
部
郡
に
対
す

る
和
訓
数
を
示
す
も

の

で
あ
る
。

「
名
義
抄
」
の
和
訓
数
は
、
既
述
し
た
様

に

「
字
鏡
」
の
同

一
標
出

字

に
対
す

る
和
訓
数
を
示
す
も

の
で
あ

っ
て
、
当
該
部
首
全
体
の
和
訓
数
を
示

す
も
の
で
は
な

い
。
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(
注
7
)

④

「
小
学
篇
」
に

つ
い
て
も
高
松
氏
論
文

を
参
考
と
し

て
こ
れ
を
含
め

た
。

ま
た
、

「
親
族
部
」
に

つ
い
て
は
、

「
阿
父

於
保
知

(天
治
本
)」
の
如
き
、
熟

字
形
式
を
な
す
も

の
は
除
外
し

た
が

「
彦

比

ミ
古

(天
治
本
〉
」

の
様
な
単
字

形
式
の
も

の
は
採
用
し
た
。

⑤

「
名
義
抄
」

に
お
い
て
標
出
字
は
あ
る
も

の
の
和
訓
の
付

さ
れ

て
い
な
い

も

の
は

「
0
」
と
し

て
こ
れ
を
掲
げ
、
標
出
字

の
な

い

も

の

は

「
×
」
と
し

た
。⑧

天
治
本
と
享

和
本

に
お

い
て
和
訓

に
差

の
あ
る
も

の
は
、
両
者
を
検
討
し

て
本
来
的
な
も

の
と
し

て
、
何
れ
か

一
方
を
採

っ
た
。

柄
下
段
は

「
字
鏡
」
と

「名

義
抄
」

の
共
通
性
を
示
す
も

の
で
、
分
母

は
、

「
名
義
抄
」

の
全
和
訓
数
を
示
し
、
分
子
は
そ
の
中

で

「
字
鏡
」
と
共
通
性

が

あ
る
も

の
の
数
を
示
す

。
す
な
わ
ち
分
子
は
、
「
字
鏡
」
と

「
一
致
」
及
び

「
類

似
」
す

る
和
訓
数
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
例

え
ば

「
天
部
」
で
、

「
2
う3
」

と

あ
る
の
は
、

「名

義
抄
」

の
全
和
訓
数
3
例
の
内

2
例
ま
で
が
、

「
字
鏡
」
の

和
訓

の
中
に
関
連
着
け
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

⑧
最
下
段
は
そ
れ
を
パ
ー

セ
ン
ト
標
示
し
た
も
の
で
少
数
点
以
下
第
二
位

を

四
捨
五
入
し
た
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前

記
の

「
天
部
」
で
は
、
砿
%
と
な

る
。③

各
巻

の
末
尾

に
お
の
お
の
の
項
目
に

つ
い
て
小
計
を
と

っ
て
、
巻
毎
の
考

察

の
便
宜
を
は
か

っ
た
。

番

口三

部

首

巻

一

「
新

撰

字

鏡
」

と

「
名

義

抄
」

の

和

訓

関

連

表

「
字

鏡

」

和

訓

数

一

一

一

「名
義
抄
」

和
訓
数

割

合

百
分
率

番

号
「

部

首

連
火

「
字

鏡
」

和

訓

数

「名
義
抄
」

和
訓
数

割

合

天日月肉雨風火

百
分
率

人イ計
巻
二親

族
身頁

一105-一



面目口舌耳鼻歯心手足皮計
巻
三毛色ヂ言骨　

女影支計
巻
四糸衣巾囚食米酉門計

巻
五馬牛角革
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舟車瓦見勺土石計
巻
六山玉田水金計

巻
七木草計

巻
八

巻
九 禾采竹鳥羽着鹿羊虫計魚走斤口
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鬼章是計
巻
十小

(
マ
マ
)

手

(注
9
)

貝　大四方片升計

巻
十

一

文示戸穴吻欠黒白ト
品
字
様

自
雑

字
計

総

計
天

治

本

の

み

の

部

首

谷

一108-一 一



以
下
各
巻
毎

に
、
表
に
準
拠
し

て
和
訓
数
及
び
共
通
性
と
い

っ
た
量
的
な
面

か
ら

の
考
察

を
試

み
る
。

一
ノ
ニ

各
巻
の
考
察

(巻
一
)

和
訓
数
に

つ
い
て
は
、

一
般
的

に
は

「
名
義
抄
」
が
上
回

る
も

の
と

考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際

に
は

「
字
鏡
」
が
上
回
る
も

の
が
、

「
1
天
部
」

「
9
人
部
」

の
二
例
程
見
え
る
。
も

っ
と
も
、

こ
れ
は
和
訓
数
自
体

が
僅
少

で

(注
10
)

あ
る
た
め
の
現
象
か
も
知
れ
な

い
。
次
に
和
訓

の
共
通
性
は
、
巻

一
の
全
和
訓

で
は
約
三
割

(郡
錫
)
で
あ
る
。
こ
の
中
で
特
徴
的
な

こ
と
は
、

「
4
肉

部
」

「

7
火
部
」

の
様

に
用
例
数
の
多

い
部
首
で
も
、
だ

い
た
い
三
割
程
度

の
共
ハ通
性

が
み
え
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
用
例
数
の
僅
少
な
部
首
で
は
例
え
ば

「
-

天
部
」

「
9
人
部
」
の
様

に
極
端
に
高

い
共
通
性

を
持

つ
様
で
あ
る
。
も

っ
と

も
、

「
3
月
部
」

の
如
く
極
端

に
低
い
も

の
も
あ
り

一
概
に
云

々
出
来
な

い
様

で
も
あ
る
。

(巻
二
)
和
訓
数

の
観
点
か
ら
見

れ
ば
、

「字
鏡
」
が
上
回

る
部

首

と

し

て

は
、

「
11
親
族
部
」

「
14
面
部
」

「
19
鼻

部
」

「
20
歯
部
」
の

四

例

を

数
え

る
。
そ
の
中
で
も

「
20
歯
部
」
は
上
回
り
数
が
15
例
と
他
と
比
較
し

て
多
い
。

こ
れ
は
、
標

出
字
自
体
特
殊
な
も

の
を
含
ん
で
い
る
た
め
で
あ

ろ
う
か
。
共
通

性

と
し

て
は
、

平
均
し

て
み
る
と

巻

一
と

同
様

に

約
三
割

(鍛
瓢
〉
で
あ
る
。

和
訓
数

の
割
に
は

共
通
性
の

高

い

も

の
は
、

「
15
目
部

(砿
∬
)
」

「
16
口
部

(訟
%
)
」
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

(巻
三
)

和
訓
数

で
は
、

「
字
鏡
」
が
上
回
る
も

の
と
し
て
は
、

「
25
毛
部
」

「
27
r
部
」

「
舘
影
部
」
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

そ
の
数
自
体
は
僅
か
で
あ
る
。

逆

に

「
銘
言
部
」

「
31
女
部
」
で
は

「
名
義
抄
」
が
圧
倒
し
て
い
る
。
総
じ
て

こ
の
部
首

で
は
、

「
28
言
部
」

「
31
女
部
」
を
除

い
て
相
拮
抗
し
た
も
の
が
多

い
。
そ
れ
に
対
し
て
共

通
性

の
点
で
は
か
な
り
の
差

が
あ
り
、

用
例
数
が
僅
少

で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
巻
全
体

の
平
均
約

二
割

(観
∬
)
と

ほ
ぼ
同
様

な
割
合
を

示
す
部
首

「
26
色
部
」
や

「
33
支
部
」
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
「
29
骨
部

(50
彩
)
」

「
32
影
部

(葡
%
)
」

の
様
に
結
構
多
く

の
用
例
数
を
持

つ
割

に
は
高

い
共
通
性

を
有
す
る
も

の
も
あ
る
。
更
に

「
28
言
部
」
で
は
両
者

と
も

に
㎜
例
を
越
す
程

の
用
例
数
を
持
ち
な
が
ら
僅
か

に
、

一
割
弱

(鱒
%
)
の
共
通
性
し
か
な

い
も

の

も
あ
る
。
も

っ
と
も

こ
れ
は
、
「
字
鏡
」
と
い

っ
て
も
そ
れ
な
り
に

「
名
義
抄
」

と
性
格

の
異
な

る
和
訓
を
有
し

て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ

る
か
も
知
れ
な
い
の

で
あ
る
。
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(巻
四
〉

和
訓
数

の
点
か
ら
は

「
36
巾
部
」

が
7
割
程
上
回

る
程
度

で
他
は
全

て

「名

義
抄

」
が
上
回

っ
て
い
る
。
但
し
、

「
37
囚
部
」
で
は
、
当
該
標

出
字

に
対
し
て
和
訓
が
付
さ
れ
て
い
な

い
た
め
に
和
訓
数
は
0
で
あ

っ
て
、

「
字
鏡

」
が
上
回
る

の
で
あ
る
。
共
ハ通
性
は
平
均
約
三
割

(獅
%
)
と
、
巻

一
、

二
と
共
ハ

通
し

て
お
り
、

「
38
食
部

(観
%
)
」

「
40
酉
部

(樹
%
)
」

の
様
に
高

い
割
合
を

示
す
も

の
が
あ
る
。
反
面
、

「
34
糸
部
」

の
様

に
、
用
例
数

の
割
に
は
、
乳
%

と
、
共
通
性
は
さ
程
高
く
な
い
。
何
れ

に
せ
よ
、
共
通
性

に
関
し
て
は
部
首
に

よ

っ
て
、
左
右

さ
れ
る
面
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

(巻
五
)

和
訓
数

に
関
し
て
は

㎜
例
を
越
え
る
程

の
多
数
の
も

の

は

見

ら

れ

ず
、
せ
い
ぜ

い
80
例
程
度

の
も

の
し
か
見

ら
れ
な

い
。

こ
の
巻

に
於

い
て
特
徴

的
な
点
は
、
両
者

と
も

に
和
訓

の
極

め
て
少
な

い
部
首
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ら
は
、

「
43
牛
部
」

「
49
見
部
」

「
50
勺
部
」

で
あ
る
。
そ
の
中

で

も
、

「
50
勺
部
」
で
は
、

「名
義
抄
」
中

に
全
く
和
訓
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ

ら
は
、
漢
字

に
対
応
す
る
和
語
が
乏
し

い
た
め

で
あ
ろ
う
か
・
実
際
・藩

護
を

付
記
す
る
標

出
字
自
身
が
、
全
標
出
字
数

(分
母
)
に

対

し

て

各

々

「
43
牛
部

(6
061
)
」

「
49
見
部

(
⊥
92
)
」

「
50
勺
部

(⊥
50
)
」
の
如
く
、
極

め
て
少
数
で

あ
る
。
次
に
共
通
性

の
点
で
は
巻
平
均
約
三
割

(鉱
%
)
と
、
上
述

の
巻

々
と

一

致
し
た
割
合
を
示
し

て
い
る
。
用
例
数

の
僅
少
な
部

首

を

除

け
ば

「
45
革
部

(欄
%
)
」
が
共
ハ通
性

の
高

い
部
首

で
、
逆
に
、

「
呈

部

(
期
%
こ

「
署

部

(箆
%
)
」
が
、
用
例
数

の
割
に
は
稀
薄
な
部
首

で
あ
る
。

(巻
六
)

こ
の
巻
で
は
、
和
訓
数
に

つ
い
て
は
、

「
57
金
部
」
が

「
字
鏡
」
矧

例
、

「名

義
抄
」

脳
例
と
両
者

と
も

に
多
数
を
占
め
て
お
り
、
し
か
も

「
字
鏡

」
が
上
回

っ
て
い
る
。

こ
の
原
因
は
何
と
い

っ
て
も

「
小
学
篇
」
字

を
含
ん

で

い
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他

「
53
山
部
」
が
上
回

っ
て
お
り

「
55

田
部
」
で

は

「
名
義
抄
」

に
は

和
訓
が
見
出
せ
な
い
。

共
ハ通
性
に

関
し

て
は
、

約

三
割

(織
%
)
で
、
従
来

の
比
率

と
同
様

で
あ

る
。

(巻
七
)

和
訓
数

に
関
し
て
は
、
今
ま
で
の
他

の
部
首
と
は
異
な
り
、

「
字
鏡

」

の
方

が
圧
倒
し

て
お
り

そ
の
上

回
り
数
は
、

「
駆
木
部
」
で
は
実

に
m
例

の

多
き
を
数

え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
第

一
に
両
部
首

の
本
草
と
い
う
和
訓
の
性

格

に
よ
る
も

の
で
あ
り
寧

ろ
前
述
し
た
様

に

「
本
草
和
名
」

の
如
き
も

の
と
比

較
対
照
す
る
方

が
有
意
義

で
あ
ろ
う

。
第

二
に
は
両
部
首

と
も

に

「
小
学
篇
」

を
含

ん
で
お
り
、

こ
の
部
首

の
標
出
字
は

「
名
義
抄
」
に
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。
共

通
性

に
つ
い
て
は
、

「
字
鏡
」
の
上
回
り
数
に
も
拘

ら
ず
や

は
り
約
三
割

(L
%
)
の
枠
を
出
て
お
ら
ず
他
の
巻

々
と
同
様
で
あ
る
。

3

(巻
八
)

和
訓
数

の
面
か
ら
見
る
と

「
61
朱
部
」

「
66
鹿
部
」

「
67
家
部
」

「

68
羊
部
」
の
如
く
僅
か
な
部
首

が
見
受
け
ら
れ
る
。

「
66
鹿
部
」

「
67
家
部
」

「
68
羊
部
」

に
つ
い
て
は
漢
字
に
対
す
る
和
訓
の
対
応
の
乏
し
さ
に
由
る
も
の

で
あ
ろ
う

か
。
因
み
に

「
66
鹿
部
」
で
は

「
久
自
加
、
於
保
自
加
」
、

「
67
家

部
で
は

「
保
利
於

己
須
」
、

「
68
羊
部
」

で
は

「
阿
豆
毛
乃
」
な

る
和
訓
が
存

す

る
の
で
あ
る
。
次

に

「字
鏡
」

が
圧
倒
す
る
部

首
と
し
て
は

「
69
虫
部
」

が

あ
り

こ
こ
で
は
、
実

に
塒
例
も
上
回

っ
て
い
る
。
こ
の
部
首
が
巻
七
の

「
58
木

部
」
等
と
同
様

に

「
小
学
篇

」
を
含
む
か
ら
で
あ

ろ
う

。
も

っ
と
も
、

「
63
鳥

部
」
も

「小
学
篇
」
を
含
む
が
そ
の
標
出
字
数
は

「
69
虫
部
」
に
比

べ
れ
ば
少

な
い
訳
で
そ
れ
が
両
者

の
差
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
共

通

性

と

し

て

は
、
約

四
割
強

(偲
%
)
で
今
ま
で
の
巻

々
に
比

べ

て

高

い

割
合
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
は
用
例
数
の
多

い
部
首

で
、
例

え
ば

「
62
竹
部

(楓
%
)
」

「
63
鳥
部

(軌
%

4

)
」

「
69
虫
部

(肌
%
)
」
の
様

に
高
い
割
合
を
示
し

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。(巻

九
)

和
訓
数
の
面

で
は
、

両
者
と
も
に
僅
少
な
部
首

「
η
走
部
」

「
四
章

部
」
等
が
み
ら

れ
る

一
方

、

「
70
亀
部
」

「
71
魚
部
」
の
如

く

「
字
鏡
」
が
上
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回

る
部
首
も
存
在

し
て
い
る
。

「
70
亀
部
」
に

つ
い
て
は
、
特
殊
な
標
出
字
を

有
す
る
為
で
あ
り
、

「
71
魚
部
」
で
は
、

「
小
学
篇
」
を
含
む
為
の
現
象

で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
標
出
字

数
が
、
他

の

「
駆
木
部
」

「
69
虫
部
」
程
多

く
な
く
、

こ
の
程
度

の
差
と
な

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
は

「
63
鳥
部

」
と
同
様

で
あ
る
。
共

通
性

に
関
し

て
は

「
71
魚
部

(
脆
%
)
」
を
除
け
ば
総
じ

て
低
い
割
合

で
あ
り
平
均
約

三
割

(箆
%
〉
で
あ

る
。
尚
、

「
㎎
斤
部
」
に
関

し

て
は
、

「
名
義
抄
」
に
は
該
当
す
る
標
出
字

が
存
在
し
な
い
。
こ
の
様
な
部
首

は
、

「
73
斤
部
」

の
み
で
あ

る
。

(巻
十
)

「
82
†
部
」

「
83
手
部
」
を
除
け
ば
、

和
訓
数

の
多
い

部

首

は

な

い
。
特
に
、

「
85
r
部
」
以
下

「
91

卦
部
」
ま

で
は
和
訓
数
が
少
な
く
、

「
89

片
部
」

「
90
父
部
」

で
は

「
名
義
抄
」
中

に
、
和
訓
は
存
在
し
な

い

の

で

あ

る
。
こ
の
様
な
原
因

の
為
、
必
然
的

に
共
通
性
の
割
合
も
低
く
、
平
均

一
割
強

(↓
%
)
程
度
で
他
に
比

べ
て
、
約
半
数
程
度

の
共
通
性
し
か
存
在
し
な
い
の
で

ー
あ
る
。

(巻
十
一
)

和
訓
数
自
体

が
少
な
く
、
特

に

「
92
文
部
」

「
94
戸
部
」

「
鵬
雑

字
部

」
で
は

「名
義
抄
」
中

に
、
和
訓
が
存
在
し
な
い

こ
と
は
、
前
記
巻
十

と

同
様

の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
従

っ
て
共
通
性

に
し

て
も
巻
十

と
同
様
に
低
く

平
均

し
て
約

二
割

(
翫
%
)
程
度

で
、
他

の
巻
々
に
比

べ
て
低
く
な

っ
て
い
る
の

ー

で
あ
る
。

(附
・
天
治
本
の
み
の
部
首
)
以
上
は
、
天
治
本
と
享
和
本

に
共
ハ通
す
る
部
首

に
つ
い

て
の
考
察
で
あ

っ
た
が
、
他
に
天
治
本

の
み
に
見
ら
れ
る
部
首
が
、
あ

る
の
で

こ
れ
に

つ
い
て

一
考
を
加
え
る
。
和
訓
数
自

体
が
非
常

に
少
な
く
、

両
者
と
も

に

一
桁
台
の
用
例
し
か
存
在
せ
ず
、
加

え
て

「
珊

共
部
」
以
下

「
瑚
首
角
部
」

ま

で
は
、

「名

義
抄
」
中

に
は
和
訓
が
な

い
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
共
通
性
も

必
然
的

に
低
く
な
り
、
平
均
二
割
弱

(
76。%
)
程
度

で
あ
る
。
他

の
、
巻
十
、
巻

1

十

一
と
同
様

の
傾
向
を
示
し

て
い
る
の
で
あ

る
。

一
ノ
三

ま

と

め

以
上
、
巻

々
毎

に
考
察

し
た
結
果
以
下
の
様
な

こ
と
が
い
え

よ
う

。

①
巻
毎

に
よ

っ
て
差
が
あ
る
も

の
の
、
全
体
的
な
量
の
み
を
比
較
す

る
と
、

同

一
標
出
字
に
関
し

て
は
、

「
名
義
抄
」
の
和
訓
は
、

「
字
鏡
」
の
そ
れ
と
約

三
割

(
綱
%
)
の
蓋

蹉

見
出
せ
る
と

い
え

る
。
従

っ
て
、

「名

義
抄

」
の
和

い
え
な

い
よ

訓
は

「
字
鏡

」
と
は
極
め

て
共
通
す
る
も

の
が
少

い
な
ど
と
は
、

う

で
あ
る
。
但
し
、

こ
の
事
実
か
ら
、
す
ぐ

に
、

「
字
鏡
」
は

「
名
義
抄
」

へ

影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
る
の
は
早
計

で
あ
ろ
う
。
同

一
の
標
出
字
を
対
象

と
し
て
い
る
為

に
、
寧

ろ
共
通
し

た
部
分
が
存
在
す
る
の
が
当
然

で
あ
り
、
影

響
を
云
々
す

る
に
は
、

和
訓

の
質
的
な
面

か
ら

の
検
討
が
尚
、
必
要

で
あ
る
が

こ
れ
に

つ
い
て
は
後
述
す

る
。

②
和
訓

の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き

「名
義
抄
」

で
も
部
首

に
よ

っ
て
は

「
字

鏡
」
の
和
訓
数
が
上
回
る
も
の
が
、

「
20
歯
部
」

「
48
瓦

鄙
」

「
58
木
部
」

「

59
草
部
」

「
69
虫
部
」
等

の
如
く
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

一
つ
に
は
、

「

20
歯
部
」
の
如
く
標
出
字
自
体

が
特
殊
な
場
合
が
あ
り
、
又
和
訓
が
付

さ
れ
る

こ
と

の
偶
然
性

に
も
よ
る
で
あ
ろ
う

。
そ
し
て
、
極
端
に
、

「
字
鏡

」
の
上
回

る
部
首
は
例
外
な
く

「
小
学
篇

」
を
含
む
部
首
で
あ

っ
て
、
特
殊
な
標
出
字
を

含
む
場
合
の
著

し
い
例
と
考
え
ら
れ
よ
う

。

③
全
部
首
を
通
観
し
て

「
字
鏡
」
に
お

い
て
和
訓
数
の
乏
し

い
部
首
は
若
干

の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、

「
名
義
抄

」
に
お
い
て
も
同
様

で
あ

る
。
特
に
極
端

な

「
67
家
部

「
68
羊
部
」

の
如
き
は
、
漢
字

に
対
す
る
和
訓

の
貧
困
さ
も
原
因

し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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二

和
訓
の
質
的
な
考
察

以
上
両
者

の
和
訓
の
共
通
性
を
量
的
な
視
点
か
ら
考
察

し
た
訳

で
あ

る
が
、

一
歩
進
ん

で
両
者

の
関
連
性

つ
ま
り
影
響
関
係

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
の
で

あ

る
が
、
そ

の
方
法

に
つ
い
て
は
、
な
か
な

か
困
難
な
問
題
を
含
ん

で
い
る
の

で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
が
量
的
な
共
通
性
と
裁
然
と
分
れ
得
る
も

の
か
否

か
、
換
言
す
れ
ば
、
明
確

に

「字
鏡
」
か
ら
踏
襲
し
た
と
思
わ
れ

る
和
訓
を
ど

の
様

に
し

て
決
定
す
る
か
と

い
う
点
で
あ
る
。
両
者

の
み
か
け
の

一
致

で
、
短

絡

に
影
響
関
係
を
想
定
す
る
虞

れ
が
あ
る

の
で
あ

る
。
こ
の
問
題

の

一
つ
の
解

決
策
と
し

て

「
字
鏡
」

に
お
い
て
長
大
な
語
形
を
有
す

る
和
訓

が

「
名
義
抄
」

に
お

い
て
ど
の
様
な
形
を
と

っ
て
い
る
か
を

考
え
て
み
た

い
。
周
知

の
如
く

「

字
鏡
」

で
は
、
例

え
ば

「
枚
芒

に
対
し

て

「
奈
波

乃
波
志
ホ
銅
乎
毛
知
天
加
佐

礼
留
曽

(天
治
本
)
」
の
様

に
長
大
な
語
形
を
有
す
る
和
訓

が
あ
り
、

に
れ
が

「

字
鏡
」

の
和
訓

の
特
色

と
も
な

っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

「
字
鏡

」
た

お

い
て

特
異
な
語
彙

が

「
名
義
抄
」

に
存
在

す
る
か
否
か

で
影
響
関
係
を
考
え
る
立
場

も
あ
り
え
よ
う
が
、

一
々
の
和
訓
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要

と
な

っ
て

一
朝

一

夕

に
行
な

い
難
い
の
で
あ

る
。
従

っ
て
、
前
者

の
方
法
を
採

っ
た
が
、
和
訓
に

つ
い
て
は
、

一
往
意
義

の
上
か
ら
検
討
を
試
み
後
者

の
方
法
で
も
考
察
を
加
え

る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
前
者

の
方
法
と

て
も
不
十
分

で
あ
る
と
の
諺
り
を
免
か

れ
得
な

い
が
短
小
な
和
訓
の

一
致
を
考
え
る
よ
り
も
よ
り
、
蓋
然
性
は
高
い
も

の
と
思
わ
れ
る

の
で
あ

る
。

次

に
、
長
大
な

和
訓

の
定
義

で
あ
る
が
、
用
例
数
も
勘
案
し

て
八
音

節
以
上

の
複
合
語
を
考
え
て
み
た
。

こ
の
八
音
節
は
用
例
数

の
煩
雑

さ
を
避
け
た
ま
で

の
こ
と

で
積
極
的
な
意
味
が
あ

る
訳

で
は
な
い
。
又
、
天
治
本

と
享
和
本
で
小

異

の
あ

る
も

の
は
、

語
形

の
長

い
も
の
を
選
択
し
、
動
植
物
名
及
び
、
准
十

二

は
除
外
し
た
。

ニ
ノ

一

和
訓

の
考
察

さ

て
、
前
記

の
観
点

で
和
訓
を
選
択
す

る
と
、

「字
鏡
」

の
全
和
訓
数
は
34

例

で
あ
る
。
そ
の
中

で
、

「名
義
抄
」

に
対
応

の
見
ら
れ
な

い
も

の
等
を
除
く

と
、
関
連
性
が
窺

え
そ
う
な
も

の
は
、

5
例

程

で

そ
れ
に

準
じ
る

も
の
が
2

例
、
合
せ
て
7
例
程
度

で
あ

る
。
以
下
そ
れ
ら
を
列
記
し
、
考
察
を
加

え
る
こ

と
と
す

る
。
尚
、
特

に
注
意
し
な
い
も

の
は
天
治
本

の
和
訓
を
示
し
、

「
名
義

抄
」

の
和
訓
は
声
点
を
略
し
た
。

①
期

阿
比
牟
須
比
波
加
留

義
注
に
は
、

「
時
也
限
也
契
約

也
会
也
要
也

(傍
点
筆
者
)
」
と
あ
り

和
訓
自

体

は
、
帰
納
で
き
る
も

の
で
あ
る
。

一
方

「名
義
抄

・

(佛
中
、
一
三
七
)
」

で
は

「
ア
ツ
タ
ル
、
テ
キ

ル
、
ト
キ
、
ナ

ヒ

ム
ス
ヒ
バ
カ

ル
」
等
、
総
計
13
例
程

の
和
訓
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

「
字
鏡
」

と

一
致
し
た
和
訓

が
二
語
の
様
な
形

式

で
は
あ
る
が
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
は

一
語
と
見
る
ぺ
き

で

あ

ろ
う
。
し
か
も
、

こ
の
和
訓
に
は
、
合
点
が
付
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
臨
注
肋
晒

説

が
あ
り
拠
る
所

が
あ

っ
て
、
特

に
符
号
し

た
」
と
思
わ
れ

る
和
訓
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
和
訓

の
典
拠

に
、

「
字
鏡
」

が
想
定

で
き
る
か
も

知

れ

な

い
訳

(注
14
>

で
、

「
字
鏡
」
か
ら
の
蓋
然
性
は
更
に
高

い
も

の
と
い
え
よ
う

。

(注
15
)

②
肢

鹿

乃
乎

止
利
阿
加
久
曽

(享
和
本
)

こ
の
和
訓
自
体

が
す

で
に
特
異
な
も

の
で

「
康

煕
字
典
」

の
様
な
漢
字
彙

か

ら
遊
離
し
た
意
味
を
持

っ
て
い
る
。
事
実

「
字
鏡

」
で
も

「
去
坐
而
疲

一
足
也

又
去
上
鹿
乃
乎
止
利
阿
加
久
曽
」
と
あ

っ
て
、
義
注
は
な
く
直
接
和
訓
が
付

さ

れ
る
形
式

で
あ
る
。
因
み
に

「
大
漢
和
辞
典
」

で
は

「
む

つ
ゆ
び
、
行

く
、

つ

ま
だ

つ
、
足
を
垂
れ

る
」
等
雑
多
な
意
味
を
あ
げ

て
あ

る
が
、

「
字
鏡
」
の
和
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訓

に
関
連
し
た
も

の
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。
次

に

「
名
義
抄
」

で
は

(法
上
・
七

(
マ
マ
)

五
)
に

「
シ
リ
ウ
タ
ク
、

カ
ノ
ヲ
ト
リ
、

ア
リ
ク
ソ
、

ノ
ホ

ル
、

ス
ス
ム
」

等

総
計

8
例
和
訓
が
見

え
て
い
る
。
合
点

が
無

い
点
は
気

に
な

る
が
、
和
訓
の
特

殊
な
点
を
考
え
合
せ
れ
ば

「
字
鏡
」
よ
り
採

ら
れ
て
い
る
と
見

て
良

い
で
あ
ろ

う
。③

咳

・
星

加
夜
久
支

乃
奈
久
曽

「
字
鏡
」
で
は

「
己
恵
高
志
又
加
夜
久
支
乃
奈
久
曽
」
と
あ

っ
て
、
本

来
的

な
意
味

か
ら
は
、
前
者

の
和
訓
が
妥
当

で
あ

る
。

「
大
漢
和
辞
典

」
に
も

「①

口
中

に
物
を
含
む
②

こ
え
」

と
あ
る

の
で
あ
る
。

離

っ
て

「名
義
抄
」

で
は

(佛
中
・
四
七
)
に

「
サ

ワ
カ
シ
、
ホ

ユ
、
カ

ト
、
オ
ト
、

コ
禾

タ
カ
、
カ

ヤ

(
マ
マ
)

イ
キ

ノ
ナ
ク
ソ
」
と
あ

っ
て
、
当
該

和
訓
を

三
訓
と
認
め
て
い
る
様

で
あ
る

が
、
意
味

の
上
か
ら
当
然

一
訓
と
考
え
る

べ
き
で
あ

ろ
う

。
。
従

っ
て
、

こ
の

和
訓
は
②

「
践
」
と
同
様

に
本
来
的
な
意
味

か
ら
外

れ
て
い
る
点

や
合
点

の
付

さ
れ
て
い
る
点
を
考
え
合
せ
る
と
、

「
字
鏡

」
か
ら

の
引
用

の
可
能
性

の
最
も

高
い
も

の
と

い
え
よ
う

。

④
朝

・
輻

・
幌

奈
加
江
乃
波
志
乃
久
佐
比

和
訓
自
体
は
、
義
注
に

「
韓
端
木
以
縛
振
也

」
と
あ

っ
て
意
味

の
上
か
ら
は

抵
触
す
る
も

の
で
は
な
い
○

「
名
義
抄

(僧
中
八
九
)
」
で
は

「
ク
ヒ
キ
、

ナ
カ

エ
、

ナ
カ

エ
ノ

ハ
シ
ノ
ク
サ
ヒ
」
と
あ
る
。
合
点

こ
そ
付

さ
れ

て
い
な

い
が
他

に
部
分
部
分
を
示
す
和
訓

「
ナ
カ

エ
、

ク
サ
ヒ
」
が
あ

る
に
も
拘
ら
ず
、
全
体

を
と
り
ま
と
め
た
語
形
が
記
さ
れ
て
い
る
点

は

「
字
鏡
」
の
影
響
が
あ

る
か
も

知
れ
な
い
。

⑤
脱

・
曉

為
之
肉
之

阿
豆
毛
之

義
注

に

「
家
肉
.膣
同
」
と
あ

っ
て
和
訓
自
体
は

義

注

か

ら
導
か
れ
る
も
の

で
、
特
異
な
も

の
と
は

い
え
な

い
。

「
名
義
抄

(佛
中
一三
〇
)
で
は

「＼

井
ノ

シ

ゝ
ノ
ア
ツ
モ
ノ
」
と
合
点

が
付

さ
れ

て
い
る
点

は
前

記
の

「
期
」
と
同
様

の

形
式

で
あ
る
。

(
マ
マ
)

⑧
誓

加
美
曽

ゝ
介
弥
ホ
久
志

標
出
字
自

体
は
正
し
く
は

「
誓
」
と
あ

る
べ
き
で
あ
る
。

「
名
義
抄

(佛
下
本

三
八
)
」

で
は
、

「
タ
チ
カ
ミ
、

ハ
タ
ヒ
レ
、

ウ
ナ
カ
ミ
、

カ

ミ
ソ
ゝ
ク
、

カ

ミ
ゝ

ニ
ク

シ
」
と
あ

っ
て
合
点

こ
そ
付

さ
れ

て
い
な

い
が

「
字
鏡
」

の
和
訓
を

二
分
し
た
様
な
体
裁

を
と

っ
て
い
る
。
又
、
義
注

の
上
か
ら
は
和
訓

の
適
否
は

窺
え
な

い
様

で
あ
る
が
、

「
大
漢
和
辞
典
」

で
は

「①
馬

の
た

て
が
み
②
魚

の

せ
び
れ
③
虹
の
轡
曲
④

つ
き
る
」
と
あ

っ
て
漢
字

の
本
来
的
な
意
味
か
ら
外

れ

た
特

異
な
も

の
で
あ
る
。
従

っ
て
こ
の
点

か
ら
影
響
が
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ

な
い
。

(
マ

マ
)

㎝
哺

女
乃
加
太
利
須
留
己
恵

和
訓
自
体
は
本
来
的
に
は

「
母
乃
加
太
利
須
留
己
恵

」
と
あ
る

べ
き

で
あ
ろ

う
。

「
字
鏡
」
で
は

「
謂
語
声
也
」

と
い
う
義
注
が
あ

っ
て
和
訓
自
体
は
無
理

の
な

い
も

の
で
あ
ろ
う
。

一
方

「
名
義
抄

(佛
中
五
二
)

」
で
は
、

「
、
牛
語

(
マ
マ
)

ヒ

ス
ル

音

」
と
あ
る
。
こ
れ
を

二
訓
と
み
な
せ
ば

一
致
す
る
例
と
は
な
ら
な

い
訳

で
あ

る
が
、

「音
」

の
み
を
独
立
し

た
も

の
と
考

え
た
際

に
は
和
訓
全
体

注
%
(コ
ヱ
)

と
し
て
は
不
自

然
な
憾
み

が
あ
り
寧
ろ

一
つ
の
訓

の

「
牛
語
リ

ス
ル
音
」
と
あ

り
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
様
な
例
は
、
先
の

「
曝
」
で
も
見
ら
れ
た
の
で

あ

っ
た
。

そ
う
す
れ
ば
合
点

が
付
さ
れ
て
い
る
長
大
な
和
訓

の

一
致
例
と
な
る

の
で
あ
る
。=

う
ノ
ニ

ま

と

め

以
上
、
述

べ
た
点
を
ま

と
め

る
と
以
下
の
如
く

で
あ
る
。
第

一
に
「
名
義
抄
」

で
の
語
形
の

一
致
、

第
二
に
は

和
訓

の
特

異
性
、

第
三
に
は

合
点

の
有
無
を
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考
え
合

せ
て
、
明
確
に
影
響

が
窺
え
る
も

の
は

「
曝
」

の

「
加
夜
久
支
乃
奈
久

曽
」

の
み
で
、
そ
れ
に
準
じ

た
も

の
と
し
て

「
肢
」

の

「
鹿

乃
乎
止
利
阿
加
久

曽

」
を
含
め
れ
ば
僅
か
に
2
例
程
で
あ

る
。

そ
の
他
に

つ
い
て
は
、
右

の
三
点

の
内
、
何
れ
か
が
欠
け
て
お
り
厳
密
な
影
響
関
係

は
考

え
難

い
と
い
え
る
か
も

知

れ
な

い
。
し
か
し
唯

一
な
が
ら
和
訓

の
厳
密
な
意
味

で
の

一
致

が
見
ら
れ
る

点

を
考
え

る
な
ら
ば
、

「名

義
抄

」
の
和
訓

の
中
に
は
、

「
字
鏡
」

の
和
訓
が

何

ら
か

の
形
で
影
響
し

て
い
る
の
は
否

定
で
き
な

い
様

で
あ
る
。
既
述
し
た
全

体

と
し

て
の
和
訓
数
の
約
三
割

の
共
通
性

が
見
ら
れ
る
背
景

に
は
、

こ
の
様

な

事
実

が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ

る
か
も
知
れ
な

い
の
で
あ
り
、
共
通
性
自
体
が

或

は

「
字
鏡
」
に
結
び

つ
け
ら
れ
る
と
い
う
仮
定
も
あ
な
が
ち
否
定
で
き
な
い

の
で
あ

る
。

注

以
下

「字
鏡
」
と
略
記
。

吉
田
金
彦

「辞
書
の
歴
史
」

(
「講
座
国
語
史
第
三
巻
、
語
粟
史
」
ぺ
槻
参
照
。
)

以
下

「名
義
抄
」
と
略
記
。

前
掲
注
②
論
考
中
、
ぺ
構
参
照
。

佐
藤
喜
代
治

「新
撰
字
鏡
の
本
文
に
つ
い
て
」

(
「東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
、
第

一号
」

昭
26
年
3
月
)

吉
田
金
彦

「観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の
参
照
文
献
」

(
「芸
林
、
第
九
巻
第
三
号
昭
33
年
6
月
)

正
宗
敦
夫
編

「類
聚
名
義
抄

(假
名
索
引
、
湊
字
索
引
)
、
所
収
、

中
田
祝
夫

「類
衆
名
義
抄
使
用
者
の
た
め
に
」
ぺ
10
参
照
。

前
掲
注
④
中
の
、
吉
田
氏
論
文
で
は
合
点
を
付
さ
れ
た
和
訓
の
一
致
で
影
響
関
係
を
想
定
し
て
い

る
。

前
掲
注
④
中
の
、
佐
藤
氏
論
文
で
は

「肢
」

「畦
」
を

「字
鏡
」
か
ら
の
影
響
と
し
て
い
る
。

筆
者
の
よ
み
で

「名
義
抄
」
に
は
も
ち
ろ
ん
傍
訓
は
な
い
。
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享
和
本
に
て
補
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は

(
「語
文
研
究
、
42
号
」
昭
51
年
12
月
)
所
収
拙
稿
の
表
①
参
照
。

高
松
政
雄

「新
撰
字
鏡
小
学
篇
に
つ
い
て
」
(
「訓
点
語
と
訓
点
資
料
、
41
輯
」
昭
菊
年
6
月
)

天
治
本
で
は

「斜
阜
」
と
あ
る
。

天
治
本
で
は

「
皿
才
」
と
あ
る
。

明
確
に
影
響
が
考
え
ら
れ
る
場
合
を

「関
連
性
」
と
し
単
な
る
量
的
な

致
を

「共
通
性
」
と
し

て
区
別
す
る
。

前
掲
注
③
拙
稿
中
の
表
①
の
数
値
に
よ
る
。

築
島
裕

「平
安
時
代
語
新
論
」
ぺ
吊
参
照
。


